
• 全救急搬送時間における現場滞在時間の重要性 ：現場滞在時間（救急車が現場に到着して

から出発するまでの時間）は 、 全救急搬送時間（ 通報から病院到着までの時間 ） の中で短

縮を目指せる時間として重視されてきました 。 今回の分析でも 、 この時間が長い事案ほ

ど、 全救急搬送時間が長くなっていました 。

• トイレ・浴室・台所では 、 現場滞在時間が長かった ： 居間に比較し、トイレ（調整済み平

均比 1.08 ）、浴室（ 1.09 ）、台所（ 1.06 ）で発生した事案では現場滞在時間が長いことが

分かりました。

• 居住階が上がるほど現場滞在時間は長かった ： 1階居住者に比較し、 2階（調整済み平均比  

1.10 ）、 3階（ 1.18 ）、 4階（ 1.25 ）、 5階（ 1.20 ）、 6階以上（ 1.31 ）と、おおむね上階ほ

ど現場滞在時間が長くなりました。集合住宅に居住する高齢者は、この 10年で25.3% から

29.9% へ増えており、今後の社会全体での救急搬送時間への影響が危惧されます。

結果のポイント
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ープは、 2016から 2024年に東広島市消防局の救急車で自宅から搬送された高齢者の救急

搬送記録を解析しました。その結果、自宅内のどこで救急事案が起きたかによって、現場

滞在時間に違いがあることが分かりました。住まいの構造が救急活動の効率に関わる可能

性を示しており、本成果は BMC Emergency Medicine に2026年7月24日付で早期公開され

ました。
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自宅の上階や、 トイレ ・ 浴室・ 台所といった狭く仕切られた場所で は、 救急隊の現場滞在

時間が長くなることが示されました 。 1件あたりの差は数 % と大きくありませんが 、 出動件数

が増え続ける 中では、 全体として無視できない意味を持ちます 。 本研究は横断研究であり因

果関係を示すものではなく 、 エレベーターの有無や間取りといった情報も含んでいません 。

それでも 、 住まいの構造が救急活動に関わりうることを示した点で新しく 、 建築基準やバリ

アフリー施策 、 救急体制の検討における基礎資料とな ると考えます 。
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現場滞在時間の中央値は16分（ 四分位範囲13–21分） でした 。 発生場所別では、 居間と比べ

てトイレ （ aMR : 1.08 , 95% CI: 1.04–1.12） 、 浴室（ 1.09 , 1.05–1.13） 、 台所（ 1.06 , 1.03–1.10

） で有意に長く 、 廊下（ 0.95 , 0.93–0.97） と庭 （ 0.95 , 0.93–0.98） は有意に短くなっていまし

た。 居住階では、 1階に対し 、 2階から 6階以上までおおむね上階ほど 現場滞在時間が長い傾向

でした 。 対応分析では、 トイレ ・ 浴室・ 台所は「 意識障害」 を示す軸の「 意識消失」 側に位

置している一方 、 現場滞在時間が短かった廊下 ・ 庭は、 「 疾患・ 傷病の種類（ 外因性～内因

性）」 を示す軸の「 外因性」 側に位置していました 。

背景

近年日本では、 救急出動件数が増え続けており 、 救急搬送の約6割を高齢者が占めています 。

急病やけがの多くは時間との勝負であり 、 通報から病院到着までの時間を短くすることは 、 患

者の予後の改善と救急体制の効率化の両面で重要です 。 中でも現場滞在時間は 、 消防署と現

場、 そして病院との距離に依存する現場到着所要時間や搬送時間と違い 、 改善の余地がある時

間として扱われてきました 。 しかし 、 年齢・ 重症度・ 時間帯といった変えにくい要因 との関連

が報告され、 住まいの構造という 「 変えることができる 要因」 は検討されて きませんでした 。

対象と方法

東広島市消防局（竹原市・大崎上島町を含む管轄）の救急出動記録と救急搬送記録を用い

横断研究を実施しました 。 解析対象は、 2016年1月〜2024年12月の65歳以上26,058 人としま

した。 説明変数は 「 発生場所（ 居間、 廊下、階段、トイレ、浴室、台所、庭、その他 ）」 と  

「 居住階（ 1階〜6階以上）」 を用いました。アウトカムは現場滞在時間とし、ガンマ分布 ・ 対

数リンク関数を用いた一般化線形モデルで解析し、性別 、 年齢、 国籍、 事案種別、通報 日時区

分、 COVID-19流行期、気温、居住地域を調整し た平均比（ aMR ）と 95% 信頼区間（ 95% CI）

を算出しました。あわせて、指令内容のテキストデータを用いた対応分析も行いました 。
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